
東日本大震災の復興への祈り
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いのちの絆～河田雅史写真展

東日本大震災からの早い復興を願う「いのちの絆
～河田雅史写真展」を３月６日から１０日まで、ニ
ューヨークの日本ギャラリーで元新聞記者の河田雅
史さん（西阿曽）が開催しました。
アムダのスタッフが医療支援のため総社市所有の
電気自動車で、岩手県大槌町内を移動中の様子を写
した写真など約３０点を展示。初日には、この取り
組みに賛同したユネスコ平和芸術家で音楽家の城之
内ミサさんらが、同ギャラリーでライブ「祈り～ニ
ューヨークから被災地へ」を行いました。

３．１１を忘れない

東日本大震災の被災地を写した写真を見入る人 （々河田雅史さん提供）

東日本大震災から１年になる３月１１日、復興を
支援しようと常盤小学校と常盤公園で、「がんばろ
う東日本！ 東日本大震災復興支援プロジェクトそ
うじゃ“絆”」が開かれました。
これは、継続的な支援活動の新たな出発の契機と
するイベント。常盤小学校ではアムダグループの菅
波茂代表の講演や市長との対談、常盤公園ではチャ
リティーのワンコインくじや被災地の物産の販売な
どが行われ、訪れた人たちは復興支援への思いを強
くしていました。

○ミニフォト

おはなしをいっぱい楽しむ

おはなしいっぱい子どもの広場
が２月１８日、市図書館で開かれま
した。読み聞かせボランティア団
体や市図書館職員らが大型絵本や
人形劇などを披露。訪れた親子連
れら約２００人は、お話の世界を楽
しんでいました。
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子育て講演会

「子育て王国そうじゃ」応援大賞
受賞記念講演会が２月２２日、総合
福祉センターで開かれました。今
治市職員の安井孝さんが、「今治市
における地産地消と食育」と題して
講演。約１３０人が参加し、子ども
のための食や食育を考えました。
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清音幼児園、１０歳になりました

幼稚園と保育所の一体施設の清
音幼児園は２月２２日、創立１０周
年を祝う記念参観日を開きました。
園児とその保護者、歴代の園長ら
約２５０人が参加。歌や踊りを楽し
んだり記念植樹したりしてさらな
る飛躍を誓いました。

記
念
植
樹
を
す
る
園
児
と
保
護
者
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中村麻太さん（溝口）が２月２０
日、満１００歳の誕生日を迎えられ、
２月２１日に県と市から記念品が贈
られました。普段はテレビを見て
過ごすことが多い中村さん。長寿
の秘
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は「表装を続け、手先を使っ
てきたこと」だそうです。

ヒイゴ池湿地のために使って

総社北小学校の６年４５人が２月
２８日、ヒイゴ池湿地の貴重な自然
を守ってと７万３３２６円を北の吉
備路保全協会に寄付。寄付金は、
廃品回収やバザーなどの収益金で、
同協会は「湿地を大切に思ってくれ
てありがとう」と感謝しました。
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１００歳おめでとう

中田勝栄さん（久米）が３月１０
日、満１００歳の誕生日を迎えられ、
県と市から記念品が贈られました。
昔から編み物が好きだったという
中田さん。長寿の秘
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は細かいこ
とを気にせずマイペースで生活し
てきたことだそうです。
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模範となる児童・生徒を表彰
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スポーツや学校活動、ボランテ
ィアなどに熱心に取り組み、他の
模範となる児童生徒を表彰する
「さつき賞」の表彰式を２月２８日、
総合福祉センターで開催。市内の
各小・中学校１人ずつの１９人が表
彰されました。

県立大生３人を表彰

優れた研究や活動をした岡山県
立大学生を称える「総社市奨励賞」。
今年は、福原愛梨さん（保健福祉学
部、井手）、河村喬さん（情報工学
部、岡山市北区）、板谷香里さん
（デザイン学部、倉敷市）の３人を
表彰しました。
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農業の振興に貢献

農業振興に大きな貢献をした優
良農業者として、吉備路もも出荷
組合（劔持將己代表）、守屋節夫さ
ん（長良）、香西達夫さん（秦）の１
団体２個人を表彰。表彰式は２月
２０日、市長室で行われ、市長から
表彰状と祝い金が手渡されました。
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がんばろう東日本！東日本大震災復興支援プロジェクトそうじゃ“絆”

アムダグループ代表の菅波茂さんと市長の対談。菅波さんは、対談前
に行った講演とこの対談を通じ、アムダと総社市が共同で岩手県の釜石
市と大槌町内で取り組んだ救援活動を、被災地支援の先行モデルであり、
その体制づくりに一石を投じたと紹介。「ＮPＯと行政が手を組み、双方
の得意分野を生かした活動をするためには、市民の皆さんの理解も必要
です」と訴えた　

東日本大震災が発生した午後２時４６分、常盤公園で参加者とスタッフ約３００人
が黙祷。写真は、黙祷の後「上を向いて歩こう」を合唱する皆さん

被災地に届けとメッセージを掲示

東北地方の物産の販売。多くの人
が買い求めていた

模擬の避難所を見学
する人々


